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富士吉田 上九一・色 西桂町 忍野村 山中湖村 河口湖村 勝山村 足和田村 1鳴沢村 県内 県外
富士吉田市 85．5 0．1 0．6 1．8 1．4 4．9 0．O 0．1 0．2 4．2 1．2
上九一色村 2．7 81．7 0．0 0．0 0．0 1．3 0．0 0．0 0．0 12．5 18
西桂町 14．6 0．0 65．0 0．0 O．0 2．7 0．0 0．0 0．0 16．1 1．6
忍野村 12．9 0．0 0．O 了7．3 3．9 3．1 0．0 o．o 0．0 1．6 1．2
山中湖村 6．5 0．0 O．0 2．0 86．0 1．7 0．0 0．0 0．0 1．2 2．6
河口湖村 12．8 0．2 0．2 0．5 0．7 79．2 0．7 0．5 1．8 2．4 1．0
勝山村 15．0 0．0 0．0 0．0 1．8 24．7 4B．7 1．4 4．0 2．6 18
足和田村 15．1 0．0 0．0 0．0 0．0 16．7 3．8 56．7 2．6 3．7 1．4





富士吉田 上九一色 西桂町 忍野村 山中湖村 河口湖村 勝山村 足和旧村 鳴沢村 県内 県外
富士吉田市 85．4 0．1 1．2 1．5 0．6 3．6 0．6 0．5 0．5 5．5 0．5
．ヒ九一色村 3．4 85．9 0．0 0．0 0．O 1．4 0．0 0．0 D．0 6．8 2．5
西桂町 10．3 0．0 78．5 0．0 0．0 0．8 0．0 0．0 0．0 10．1 0．3
忍野村 15．了 0．0 0．0 77．9 1．6 1．2 0．0 0．0 0．0 2．5 1．0
山中湖村 13．1 0．0 0．0 4．3 74．1 1．8 0．7 0．0 0．0 4．2 18
河口湖村 15．4 0．2 0．了 1．2 0．5 7D．8 3．1 1．7 1．5 4．5 0．4
勝山村 1．8 0．0 0．0 0．0 0．0 8．6 了9．B 5．1 1．8 2．4 D．5
足和田村 5．0 0．0 0．0 0．0 0．0 6．1 2．5 82．6 o．o 2．8 1．0




































富士吉田 ヒ九一色 西桂町 忍野村 山中湖村 河口湖村 勝山村 足和田村 鳴沢村 県内 県外
富士吉田市 B3．2 0．0 0．0 0．0 0．0 1D．1 D．0 0．1 0．0 41 2．5
上プレ色村 18．5 15．2 o．o 0．0 0．0 17．4 0．D 00 0．0 48．9 0．0
西桂町 12．1 0．0 17．3 0．0 O．0 4．4 0．0 0．0 0．0 60．3 5．9
忍野村 63．4 G．0 0．0 20．6 0．0 9．9 0．0 0．0 00 5．5 0．6
山中湖村 53．9 o．o 0．0 G．0 η．2 5．0 0．0 0．0 0．0 5．4 18．5
河口湖村 51．了 0．0 0．0 0．0 0．0 3了．4 0．0 0．0 0．0 6．8 4．1
勝山村 51．4 O．0 0．0 0．0 0．0 16．2 19．了 0．D 0．0 3．5 9．2
足和田村 66．3 0．0 0．0 0．0 0．0 1呂．6 0．0 8．1 0．0 2．3 4．7






富上吉田 ヒ九一色 西桂町 忍野村 山中湖村 河11湖村 勝山村 足和田村 鳴沢村 県内 県外
富士吉田市 73．4 0．4 0．7 4．9 3．9 11．0 1．6 1．3 1．4 1．2 0．2
ヒ九一色村 0．0 93．3 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 D．D 6．7 DD
西桂町 0．0 0．0 90．4 0．0 O．0 0．0 0．0 0．0 o．o 5．8 3．8
忍野村 1．4 0．0 O．0 97．2 0．0 0．0 0．0 D．0 0．0 0．D 1．4
山中湖村 0．0 0．O 0．0 0．0 100．0 D．0 0．0 0．0 O．0 0．0 0．0
河口湖村 43．5 1．8 1．3 3．8 1．8 38．8 2．5 1．8 3．8 0．9 0．0
勝山村 0．0 0．0 0．0 0．0 0．D 3．4 96．6 0．0 O．0 α0 0．0
足和田村 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 O．0 O．0 で00．0 0．0 0．0 0．0




























































































　　　　　　1b 府 地　区 192 100 1061
　Ill4 125 　旨P35 278 145
富L北麓地区 76 100 105 H2 115 118194 124東lll梨地区 92 100 93 89 90 89 83 90東　部　地　区 105 100 99 97 98 96 100 95
東八代地区 58 100 94 93 96 101 61 105峡　南　地　区 109 100 89 82 77 73 77 71
1峡　西　地　区 54 100 95 95 96 100 58 107




1昭和35年40年 45年 50年 55年 昭和60年
実数 指数 指数 指数 指数 指数 実数 指数
富　上吉田市 42．6 100 107 117 122 12654．8 129
ヒ九　一・色村 2．3 100 97 89 81 79 】．7 74
西　　桂　　　町 3．9 100 101 99 101 103 4．0 102
忍　　野　　村 5．0 looi
???
ll3 118 】21 6．9 138
山　中　湖　村 3．4 1001ll7 121 137 138 4．9 144
河　ll　湖　町 13．0 100 lO3 105 107 10915．1 ll6
勝　　山　　村 2．1 100 94 100 95 98 2．1 100
足　和　田　村 1．6 lOO 101 93 97 96 1．6 lOO









































































昭和35年 40年 　　　　1S5年150年i55年L 昭和60年
T齢一一
実　数 指数 指数 指数 1指数 指数 1実数 指数
甲　府　地　区 44，824100 117 137 162
　：184 91，346204
富士北麓地区 14，871100 113 128 140 14824，630166束lll梨地区18，596100 102 105 ll2 ll722，538121束　部　地　区 20，824100 llO 119 129 13428，860139
東八代地区 ll，695100 103 110 119 13316，502141峡　南　地　区 22，303100 98 98 98 98 22，039 99
峡　西　地　区 10，921100 102 109 ll5 12515，164139








































































































































昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年
甲　府　地　区 16．4 18．2 18．2 17．3 14．6
富士北麓地区 20．2 21．9 19．9 17．5 14．8東山梨地区 14．8 14．7 14．9 14．4 12．3東　部　地　区 18．9 17．3 15．4 14．5 11．8
東八代地区 14．5 14．9 15．3 14．3 12．6峡　南　地　区 16．7 15．0 12．3 11．0 11．2
峡　西　地　区 13．1 14．5 15．8 15．0 13．3
峡　北　地　区 14．4 13．5 13．3 12．9 11．3





富士吉田市 20．1 24．4 22．2 18．7 15．7上九一色村 23．4 旨　14．3 11．2 12．2 11．4西　　桂　　町 21．7 1　19，6 20．4 14．8 11．4
忍　　野　　村 23．9 185 13．4 18．6 16．9
山　中　湖　村 19．9 21．3 15．2 1了．4 13．2
河　口　湖　田∫ 19．4 20．4 1了．9 15．1 12．6
勝　　　山　　村 19．4 21．0 16．1 16．3 19．9
足　和　田　村 19．2 4．9 18．6 16．6 9．了
鳴　　沢　　村 16．0 16．0 16．7 13．1 11．5
富士北麓地区 20．2 21．9 19．9　　レ 175　　旨 14．8
（Li三1勢調査）
圏域別の死亡率推移（人口1000対）表1－13
昭和35年i昭和40年　　　1 昭和45年 昭和50年 昭和55年
甲　府　地　区 6．6 6．5 6．8 6．1 58
富士北麓地区 7．4 7．4 了．3 6．3 5．9
東山梨地区 9．0 9．3 9．2 9．1 8．5東　部　地　区 8．9 9．0 8．了 76　1 7．4東八代地区 9．0 9．7 9．5 8．4　1 8．3峡　南　地　区 9．1 9．2 9．8 93 9．5
峡　西　地　区 8．4 9．2 10．0 9．1 7．6
峡　北　地　区 9．5 9．8 10．2 9．6 8．7
山　梨　県　計 8．3 8．4 8．5 7．7 7．3
（国勢調査）
富士北麓地区の死亡率推移（人口1000対）表1－14


















































































































































〈甲卿地区〉 　　　　　N〈冨士北麓〉 く策 部〉


















































年少 生産年齢 老人 年少 生産年齢　… 老人
甲　府　地　区 29 66　　i 5 24 67 9
富1：北麓地区 34 60　　1 6 25 66 8
東　山　梨地区 31 61　1 8 22 64 14
東　部　地　区 34 59 7 22 67　i11
東八代地区 31 60 9 22 64 14峡　南　地　区 33 60 8 20 65 15
峡　西　地　区 30 62 8 23 64 13
峡　北　地　区 32 60 7 20 65 15




























































































甲府地区 5．7 5．7 6．2 6．6 7．0 7．4 6．0 32．9
富士北麓 4．7 6．0 5．3 5．4 5．7 6．5 7．2 28．2
東山梨 5．4 6．1　　　4．4 9．4　1　9．6　　1 28．6





東八代 5．6 5．8 　　　一一U．3 6．4　　　…　　　7．0　　　　　　7．　1一←－@　7．629．3
峡　　南 6．9 7．6 　　　　　　　　　　　一V．　2　　　i　　　8．　1　　　　　　　8冒　9 一1








R6．0峡　　北 7．5 7．8 8．1 9．0　　　9．6

















噛50年 昭和51年 昭和52年 昭和53年 晒155年一τ般一 老人
甲府地区 40．1 40．7 40．2 40．4 41．7 42．5 27．1　　　　一 85．1
富士北麓 30．0 30．4 30．6 30．3 30．0 32．5 25．3 75．8
東山梨 35．0 34．0 34．8 35．4 35．7 35．5 24．774．1
東　　部 34・3L35・336．3 36．5 37．1 38．7 22．956．6
東八代 30．7 31．5 32．8 31．5 31．7 33．7 22．660．5
峡　　南 133．1 33．2 33．2 33．0 33．7 34．7 22．863．2
一峡　　西 38．2 38．7 39．9 38．4 39．6 41．0 29．0 74．9

























内科 小児科 精神科 外・ｮ形科
産婦人ﾈ 眼科 耳鼻科 皮膚科泌糾墲P肛醜・の他 不明
?
甲府地区 2．2 O．2 1．8 19 0．6 0．0 0．1 0．O　　O、1100　　0．00．0 6．8?????
1．6 O．3 2．4 1．了 0．5 0．1 0．1 ほ゜　αOL 6．8
東山梨 2．8 0．1 38 23 0．5 0．0 0．1 O　O　　　　　O．2　　　　　0　0　　・　　0．0 9．8
東　　部 2．0 O．2 39 1了 0．3 0．0 αO 0，0　　0，0　　0，0 7．8
東八代 2．9 O．1 2．4 2．5 O．3 0．1 0．1 O．0　　0．1　…0．00．0 8．1
峡　　南 3．2 O．1 3．2 2．2 o．4 0．2 oo 10．0 0．0 96
峡　　西 1．9 O．2 3．1 20　10．50．0 00 0．0 0．1 8．0





?醐人…眼科1聯科皮膚科 泌尿器@科 肛門科 その他 不明 計
甲府地区 1．2　　0．1　　　1 0．O 2，1　　0．4 0．1　　0，0 0．0 O．2 一 0．1 一 4．3　　　一
1，0　　0．2 0．5 T2「一o．4 0．O　IO．0　　　　　　　－一 0．0 o．1 雪 0．3 駅 3．7富十北麓一一一
ｩ山梨戟@　部





O．0 0．0 一 5．1
東八代 2．2　　0．5＿一
ｫ一一一　　　　　辱
@　　　0．4　　1．8 一〇7〔［o．1 00 01 一 0．0 曽 5．3
2．6　　　　　0．0　　　　　0，7　　i　　2．0
?????









内科 小児科 精神科 外・ｮ形科
産婦人
@科 限科 耳鼻科 皮膚科
泌尿器
@科 肛門科 その他 不明
?







R5．115．6 4．6 0．3 7．3 2．0 1．8 2．1 11’畠’士北麓一一一
月R梨戟@　部
0．4 6．6 1．8 3．5 3．6 11 0．5 0．1 o．1 0．1 36．916．5
Q3．5
2．了一一一
R．5 0．9 5．8 1．4 2．1 2．9 14 03 O．0 02 0．7　－
O．0
42．3　－
















一一　ｬ　　西 21．8 3．4 o．1 42．9　一
峡　　北 15．9 3．0 0．9 7．4 口 2．6 0．8 1．2 0．3 0．1 1．1 一 34．6
lll　梨　　，、　　18，2　　　　3　5　　　　　0．5　　　　　7　1　　　　　1．7　　　　　2．4　　　　　3、2　　　　　1．8　　　　　0．4　　　　　0　1　　　　　0．2　　　　　0　2　　　　39，3
表1　23　圏域別診療科別1000人日入院外患者数（住民側調査）
内科 小児科 精神科 外・ｮ形科
産婦人
@科
眼科　耳鼻科　　1 皮膚科 泌尿器@科 肛門科 その他 不明
?
甲府地区 137 1．4 0．1 9．0 0．6 1．7　　32 1．o 03 一 o．1 一 31．2
審一卜北麓 94 2．4 0．0 5．9 11 0、8口．2 0．3 0．1 　 0．2 一 21．3　　
東山梨 12．1 1．1 0．2 6．了 0．7 t2　12．50．6 0．5 一 0．1




東八代 13了 0．5 0．2 6．3 α6 1．2　23．1 0．7 0．3 藺 05 一 2了．1






峡　　西 14．6　　1　　1．1　　i　　O．3　　1　　9．5　　　　0．9　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F 1、6　　2．7　　1 0．3 ， 32．6
























































































@科 眼科 職斗麟・騰器 肛門科 その他 不明 計
1！4 L了 5．5 02 O．2 0．1！0．1io．5璽 0．1 0．0 19．8一一
P7．4了．7 37 4．9 O．1 0．5 0．1　0．210．3一 F 一



















??? α2　io．5 0．1　　－　10．7　　1 0．1　　一 　18．4一丁一一一〒－
@15．0峡　　西 7．1 2．9
4．2











甲府地区 5．5 暫 0．1 0．4 一 一　10．2　　一 一一 1L7富十北麓 4．9 一
??????
雫 一 一　　〇6　1　一 一一東山梨了一一一一東　　部 5．了 一 3．O 一 0．2 o．1 0．3 0．8 「一．一g 0．4－　：‘ ?
???．????????
7．0 0．5 O．2 o．O 冒 0．1 一一
東八代 7．4 o．了
??? ?
一『n．2 　0．2…＝一一一 0．1 0，4　　一 一 一 14．1
　 4．0 ■ 　一一Z．3 O．6 一 一一@［ 一峡　　南ｬ一一　西
@　　北
???




































甲府地区 61．9 1．4 20．4 O．7 8．6 1，1　　01 1．3







東山梨 35．了 0．3 11．4 O．4　　41 2．9 o．9 11　　03　　一一Z，1　　01
東　　部 7了．3 O．8 12．2 0．6　1了．8　　2．614 0　5　　　　　0．1　　　　　0，5　　　　　1　4　　°一　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　｝ T　－一
104．O－一一一
?．??????????????．??．?
東八代 49．9 06 1350．2　141　　2．517 10 01　　0．3
峡　　南 4180．6 ！3．5 0．2149　　0．512
01－一一
Z4
















































甲府地区 45．3 11．8 0．1 了．0 4．3 1．4 O．8 一 0．2 一 81．1
9．o　一
36．8 11．8 3．2 0．日 嘗 ｝ 一一 1．0 一 53了 4．9　　一一x十北麓
ﾎ山梨 30．3　一
　　????








504 3．5　11、O06 0．3 0．7 ｝ 了2．0 4．5東　　部
券ｪ代 36．9一 33 09
?














































甲府地区 35．4 30．4142．0　　　　↑ 39．5 22、3　16，3　11．8
?????
1D6．0 36．0
















U1．4東　　部 55．8 37．3　186．539．2 64．9 15．2 263 『 44．8


































内科　小児科 精神科 外科腰外噸人 眼科 耳鼻科波膚科　　1i　 　　I泌尿器? 肛門科 その他 ? 60歳ﾈ上
甲府地区 3，4　12．22．0 5．g　i 7．3　　28　　3．3　　． 5．1 3．3 56 一 2．5 3．9 4．4富士北麓 2．71271．5 5．3 5．5　12．7　　2．76．0 2．o 2．O 14．5 3．2 　一一R．5
東山梨 3．1　一
?????
4．6 6．5　［2．5 2．9 5．5 2．5 4．8 11．8 3．6 3．9
東　　部 3．3
3．0　…　
P．7 1．5 4．9 6．1 2．6 3．1 6．0 2．3 4．5 15．0 3．6 4．3
東八代 Z9 1．6 2．5 4．4 4．9 3．4　；2．1 6．5 3』 3』 16．0 3．3 3．4
峡　　南 3．1 2．2 3．3 4．4 6．6 25　　3，9　14．84．4 5．了 8．3 3．6 　一一R．8
峡　　西 3．7 2．2 2．3 6．0 6．0 2．1　　2．9　i4．5．7 6．8 5．8 4．1 3．8?

























種別 施設数 山癌「「杢国 山梨県 全　国
病院　総数 62 7．6 8．0 13，247．2 12，558．5










結核 1 0．1 82L326．03，878，548．4
一一一
@らい 1 0．1 ｝ 821，326．07，514，687．5
一般診療所 499 60．9 65．1 1，645．9 1，534．9














































蹄53年 蹄54年 蹄55年 蹄56年 即57年 翻58年 翻59年
189　　98191　　104197　　113200　　！23203　　129204　　134200　71．83）　　　141（50．64）甲　　府 19 18 20 21 22 25 25（8．97）
52　　29 50　　29 50　　28 50　　36 51　　40 51　　3951（54・42　　　　　40（42．68）富士北麓 2 2 2 2 2 2 2（2．13）
40　　25 41　　24 45　　26 43　　24 42　　27 42　　2639（47．16）　　　26（31．44）東山梨 9 9 9 8 8 8 8（9．67）
61　26 62　　26 63　　27 62　　29 60　　30 58　　3359（58．78）　　　　32（31．88）東　　部 6 5 5 4 4 4 4（3．98）
26　　13 29　　12 29　　1227　　1228　　12 27　　！2 24（39．19）　　　14（22・86）東八代 5 5 5 5 6 6 6（9．79）
50　　27 51　　29 49　　2950　　28 52　　29 39　　2347（60。81）　　　28（36．22）峡　　南 6 6 6 6 7 5 7（9．05）
26　　13 26　　14 27　　15 27　　16 27　　16 25　　1627（46．31）　　　　16（27．44）峡　　西 3 3 3 3 3 4 3（5．14）
51　24 52　　24 52　　26 52　　26 51　　29 50　　2951（63．08）　　　　28（34．63）峡　　北 8 8 8 7 7 7 7（8．65）














結 核 伝 染 らい そ　の 他 診療 所




病床数 病床数 率 屑床数
?
昭39 5，7747481，5892061，520171 298 39 85 2，4825221，222 15840 6」64 8081，749” 1，524174 298 59 85 2，7085551，186 155
41 6，551 8572，0342671235162 225 50 85 2，954珊 肇，241 16542 6，7648842，1562821，216159 225 29 85 5，0824051，340 17545 6，9469072，225290 唱，181 154 225 29 85 5，232422t41418544 7，5489582，5015001」68152 225 29 85 35694651，471 19245 7，7001，0102，5925141ρ56159 202 27 85 5，9655201，544 205
46 7，9581，0402，4595201，056138 265 54 85 4ρ95537156520547 8，2421，0752，496325tO　16153 222 29 85 4，4255781，592208
娼 8，3621，0862，496524 988128 222 29 85 4，5715931，606 20949 8，5971，10925065251，002129 222 28 85 4，7826161，658 21450 87451，1172，486517 959122 222 28 85 4，995658VO6218
51 9，0111，145Z512519 949121 222 28 85 5，2456661，806 22952 9，1201」522，528519 907115 222 28 85 5，5786801，786 226
5δ 9」121」46Z528518 844106 222 28 85 5，4556841β、1 22854 9，2921，1652，652529 754 94 177 22 85 5，6447D61，840 23055 9，426望，172Z632527 755 91 177 22 S5 5，7997211，314 226
56 9，4791，1742，632526 559 67 166 21 85 6，057フ50 1，850 22957 9，860t2162，652525 501 62 166 20 65 6，4968011，860 22858 10，461，2812，656525 501 61 166 20 50 7，0888681，87525059 10，722t5082，685527 501 61 166 20 50 7，3208951，867227
表1－33　医療圏別病院・診療所の病床数
ウ医療圏
、 唱 らい その 診療所
、 4458 868 175 41 一 33741212787283


















































































































































































































罰ご@　師　　委医療圏 一般医計 病院一般 診療所 歯科医師
甲・　メ 39615．2213　8．2183（6．6 i61（6．2
富士北麓 67（7．1） 23（2．6） 44（4．9） 33（3．7）
梨 68　8．3 32（3．9） 36　4．4） 29　3．5）
東　　部 88（8．7） 31（3．1） 57（5．6） 35（3．5）
東　　　’ 33（5．5） 13（2．1） 20　3．4） 15（2．5）
峡　　南 54（6．8） 19（2．4） 35（4．4） 31（3．9）
45　8。3 22（4．1） 23（」．2立




























? ? ? 循 小 精
? ? ?
形 美 脳 呼 心 小
?



















446756183 17 48 21 100 13 9 63 39 4 1 B 一 4 1 38 2 2 21 19
4 22 19 6 8 20 46
?
1 6 1 14
甲　　府
（494）
74 139 38 3 7 4 26 1 一 13 5 一 一 3 一 一
1 9
一
1 4 3 一 4
4 1 ? 2 6 1 2 一 一 一
富士北麓
（75）
76 且40 40 1 7 5 17 6 3 14 9 一 一 2 一 一
? 7
一





89 183 59 2 8 2 27 7 1 18 9 一 一 1 一 一 一 6 1
】 5 4
一
8 3 1 1 2 6 1 3 『 『 7
東　　部
（9D









? 1 2 1 ．2 一 一 一
東八代 （47）
55 127 34 4 6 4 13 一 『 18 5 一 一 ｝ 一 一
1 3 1 2 4 2 1 6 3 2 2 5 7 一 4 一 一 ｝
峡　　南
（57）
44 77 24 一 4
1 14 5 一 10
4
一 一 一 一 一 一








72 155 47 2 8 4 16
?
1 15 」1 一 『
1
一 一






1β49 452 29 94 41 223 43 16 159 85 4 1 16 一



















病　　　院 診　療　所 利　用　比　事 患者合計
@　（％）医療圏 施言側 患者 施設側 患者敵 病　院 診療所




東山梨 9 1445 7 61 95．9 畦．1
」Ω三L＿（⊥旦）．1506　（18．4）
?
4 797 9 61 92．9 7．1 860　10，5）
”八　’ 5 641 3 16 97．6 2．q」遡o）．? 6 305 9 70 81．3 18．7 375　　46）? 3 473 5 56 89．4 io．6 529　（6．5）?
銑り 一コ⊥ 7旦ヱ　（」．疑）1　但 55 7271 93 900 89．0 lLO8191（100．0）
表1－40　入院患者の利用先割合（住民側調査）
住　民　側　凋　査　利　用　先　割　合（入院）
甲府地区 君士北狸 東山梨 東　　部 東八代 峡　　南 峡　　曲 峡　　化県　　内 県　　外
甲府地区 B9．！ 0．O Lo O．8 O．3 4．9 961 39
書士北艇 4．5 55．O 03 13．5 65 ！36 93．5 55
東山梨 22．7 614 51 892 10呂
東　　部 5．0 14．1 L2 47ユ 弓．0 ト　82 79．6 204
栗八代 4了．1 77 452 一 ioo峡　　爾 26．5 4．3 1．1 35．61ag　1 54






ﾂ9．りllOl山梨県 3τ6 81 104 93 64 55　「　巳6　｝ モ0


















































病　　　院 診　　　所 利　用　比　率医療圏 量働 患者数 施設側 患者数 病　院 診療所 患者合計@　（％）
甲・地メ 20 3469 161 1050324．8 75．213972（44．0）
官士1 2 758 41 2577 22．7 77．3 　　　層1，「曹R337（10．弓）　　　一一一一一一
東　　梨 9 815 33 2067 28．3 71．7 2884（9．0）
東　　部 4 657 72 3453 16．0 14．0 　　　　【一一一S112（i2，9）
八　’ 5 367 20 888 29．4 70．6 1257（4．0）
峡　　南 6 407 40 1666 19．7 10．3 2075（6．4）
3 501 24 1455 25．6 74．4 1956（6．1）
6 660 34 1662 28．4－一一一一一一一1 　71．6r『『■　＝：＝＝＝．一2：迦＿旦ユ）．




甲府地区 富士北麓 東山梨 東　　部 東八代 峡　　南 峡　　西峡　　北 県　　内 県　　外
甲府地区 97．3 0．1 O．0 0．8 α3 0．8 0．3 99．6 0．4
富士北麓 1．7 92．7 1．3 0．5 96．2 3．8
東山梨 15．1 82．5 1．5 0．ユ 99．2 0．8
東　　部 2．9 6．1 L4 82．6 0．0 αD 93．0 7』
東八代 36．1 ．0．5 6．9 56．ユ 0．1 99．7 O．3
峡　　南 18．4 0．0 G2 63．8 6．9 L2 90．5 9．5
峡　　西 22．7 D．1 2．3 72．0 2．3 99．4 0．6
峡　．北 17．5 0．1 ユ．1 79．3 98．O 2．0














































































































































































大川郡 引田町 　　　1鋳ｹ町1大内町 津田町1大川町匡志度町1寒川町 長尾町
人口 97，5209，53213，554117，0118，856　1　7，323　　22，276　1　6，08512，833
病院数 7．2 0．0 7．4　　5．9　　1 lL3　1　　　0，0　　　　L3．5　1　　16．q0．0人口
撃叙
対?
般診療所数? 2．6? 2．5? 　一r　@　　76．451．2旨? 6．5　　…　　5406　　｝　　62．8　　　　　16．4?2．1皿
床数? 535．1?78．3?837．1　　764．2　　1795．∠1?［一一r? 97・．717247．3?33．5
院患者数? 3．5? 4．4? 9．5121．3?1．8　　　1? 3．3、29．6119』?5．3000人
匇ｳ
ﾒ数?
院外患者数? 5．2? 1．δ? L9！71．6?8．5155．引74．9?5．oi　59．1

































































































香川県 1656 1502 154??
全国 1214 1138 76
香川県 6833 2369 3699
??









































































































































































































































































































































































































































































































































P13 131 147 ユ54 162
@r　　　　一
66 68 70 72 　　75
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































安芸 佐伯 府申 海田
人　　　口 132 121 142 170 170 1371　68　　ト 104 49 30























一 一 一 一 一 73
?一　結核病床





























中区 1東区 1　南区 1　西区 1安佐南区 安佐北区 1　安芸区 佐伯区 総数
医師　　　　　常勤 8．1…1　　　4．引 22．211　　　5．了 興 5．4
?????↑
4．21 　9。
非常勤 1．51　　　0．引 0．81 I　　　　　　　I@　　1．2t 19 一五司 11［ o．】
歯科医師　　　　常勤　　　　　一　　　　　　　　幽一 一　一旦2⊥ ．　．0．1E 4．41 腓 q．0　　　0，02－一一一　「　　　0，0　　αd－．．一一一 一〇．9
了一一一 P一 1 1－　一　　　一一
非常勤 o．o、I　　　O．OI 2．2 0．OI 0．0 0．0 0．0 0．Oi1　　　0，4
一 1 1 1 一
薬剤師 2．11 19511　　　2．31 1．73 1．2 1．61 1．1 17 1．8
1 一一助産婦 1．61 0．5 1昌31 0．3… 0．0 0．9 α゜P 0．0 0．9
　　　一ﾅ護婦 31．oi 16．411　　29．4：1　　14，4．1　　13，9 27．9 9・剰一 1z至
一　23．2
看護士一 0．2 0昌1i 　ヒO．3 O．2． 0．1 0．3 o．gl 02 03
「一一 1 ．一一一一
准看護婦 12．0 12．6 8．5 15．7 18．9 7．9 10．81 17．1 12．4
准看護士 0．1 0．1 0．1 0．9 0．3 0．5 2・7， 06 0．4
一．
織勤務補助者 7．0 6．5 5．8 9．8 8．0 5．3 5．7， 7．8 7．0
理学療法士（PT） 0．4 0．5 0．3 0．5 0．6 0．4 0・111　　　0．3 0．4
作業療法士（OT）　　　　　　　　　一．一 ．－　　o．1 一〇、3 0：0 0．1 〇二1 ρ．3 0．5 0．2 0．1
．一 「 一一一一一 ．一 黶D一
視能訓練士　　　　一 0．1 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．OI 0．0 0．0
一 一一 ゴ 一置一
歯科衛生士 0．2 0．1 0．2 0．2 0．0 0．0 0．0 0．0 0．1
歯科技工士 0．1 0．1 0．3 0．1 0．0 0．0 0．0＿二劃 一一一一一@　〇、1
｝一一 一一一一一
診療放射線技師 1．6 0．7 1．6 0．9 0．6 0．8 0．3 o．31 11
一　　一　一　一一一． 一
診療x線技師 0．1 0．1 0．1 0．0 0．0 0．2 0．1
臨床検査　　　臨床検査技師 3．0 0．9 3．1 1．7 2．0 2．4 司 1．2．一一
ﾖ一一11　　　　　　2，3
一一一．一． 鼈 一．一 一一 一一一
衛生検査技師 0．2 0．1 0．1 0．0 0．2 0．0 O．0 0．0 0．1
一一鼈鼈鼈鼈
その他 0．3 0．3 0．4 O．4 0．2 o．O D．1 0．0 0．3
一一 一一 一一一マッサージ師 0．4 O．5 0．2 0．6 0．51 O．2 D81 0．5 0．4
栄養　　　　　管理栄養士 0．4 0．0 o．4 0．3 0．2 0．2 01　　　0．0｝一 0．3
『 一　『 「一一一　　栄養士 1．2 1．0 1．2 1．3 1．3 o．了 1．6 1．2
その他の技術員 1．3 O．8 1．3 1．1 　1P．4 0．4 1．1
“5|而『一一一凶@　1，2
医療社会事業従事者 0．2 0．3 0．0 0．1 0．2 0．2 01 O．1 0．2
事務職員 8．9 5．5 11．7 7．5 6．31 70 5．7 8．2
E
その他の職員 8．0 57 7．1 6．5 5．4： 8．6 τOI 6．了 了．1














区　　　　　分 広島市 広動県i鴎右言む｝ 札幌市 横浜市 川崎市 古屋市 京都布 大阪市 神戸市 縞閃市 ヒ九州布
医　　　師 施　5～数P学年定員
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
歯科医師 施　設　骸P学年定員
?? ?? ?? ?? ? ??? ? ?? ? ?? ??
保　健　婦 施　設　数P学年定貝
?? ?? ??? ?? ? ?? ?? ?? ?? ? ??
助　巌　掲 施　設　数P学年定員





















?? ? ? ?? ? ?? ?? ?? ?
ほ監置酋師 施　段　蚊P掌年定員





?? ? ? ?? ?? ?? ?? 　　　　1
|　1　20
作朶療法士 施　設　数H学：年定員
? ?? ?? ? ? ?? ?? ? ?? ? ??
歯科衛生士 施　設　数P学年定貝














病床規模 中区 東区 南区 西区一按舳i安佐北 安芸　仏
@120～　　49 7 1 ユ1 9　i

















































































































表3 12 診療機器保有病院数（重複計ヒ） ・台数・
1週間の取扱延件数 人口10万対
札幌市 横浜市 川崎市 名占雄市 京都市 大阪市 神戸市 北九州市 福岡酊 全　国 広島県 ∬7論市
施般数 5．0 3．3 31．D 55 58 5．3 5．8 5．4 5．3 53 3．8 54　　　　．ﾝ7ノイハ
@　　炉’Xコー／ 台　数
20．4 7．5 1ユ5，5 15．3 19．4 15．1 13D 14．O 14．0 12．9 9．2 13．6
取扱延件数 111．2 49．3 755．6 82．B go．o 85．喋 760 了1．2 82．5 742 50．1 呂92
施設数 3．2 1．4 15．9 z．8 3．D 且．9 31 2．1 3．0 2．4 1．9 Z、3気管支炎ノァイ
pースコープ． 台　数 6了 2．ア 図、9 6．9 §．7 5．2 5．5 5．4 5．9 4．9 3．4 45
取扱題件数 7．3 1．巳 27．B 3．2 7．2 7．4 47 68 17 45 31 1D　7
施設数 4．7 2．D 222 30 4．5 36 36 34 34 31 24 271・：指諾ファイ
C荒一スコーノ 台　数 7．7 3．D 35．7 4．8 5．5 55 45 49 47 45 35 35
取扱延件鼓 41．4 10．9 152．4 10．9 1ア．1 178 14、z 15．9 10．O 15．4 75 140
施設数 4．7 呈．1 214 3．6 4．7 4．1 39 3．2 41 33 40 31大腸ファイバ
Xコ　プ 台　数 85 3．3 41．3 6．1 7．2 5．5 5．4 5．o 5．5 5．z 5．0 50
取扱煙件数 20．5 5．D 73．o 128 14．1 111 1D．3 141 13．4 99 111 140
施設数 8．5 3．5 ヨ2．5 6．8 8．o 7．1 5．3 5．4 7．7 59 71 55画像珍断用
ｴ音波装置 台　数 17．9 7．2 97．5 142 ZO．1 17．2 12δ 142 18．0 118 130 132
取扱嬉件数 25了．o 145．6 1581．7 248．6 315．8 297．5 257．O 338．D 4039 1925 181．3 214．8
旛設数 O．4 D．z 2．4 O．3 o．5 o．5 01 o．5 0．3 02 D．3 o．3デジタルラジオ
Oラフィ． 台　数 0．4 o．2 2．4 04 1．1 0．5 O．1 o．8 04 03 Dヨ o．3
取扱延件数 3B 16．5 11．9 5．6 42．O 9．5 o．了 4．5 13．3 了．5 1．7 1．O
レーザ　メス 施般数 1．O o．5 4．0 o．7 o．5 1．0 口．5 o．5 o．5 o．5 D，巳 o．ア
台　数 o．2 o．5 11．1 1．o o．5 1．2 1．2 o．6 06 07 o．5 05
取扱延件数 o．9 0．4 50．0 o．7 o．5 2．2 1．5 o．4 0．1 o．9 o．7 o．4
，［欄動陰去装謄 施設数 4．8 1．7 19．a 3．5 4．5 46 4．1 3．コ 39 29 36 31
古　数 9．0 3．8 47．6 8．4 10．Z 9．5 了．3 7．8 1．o 55 5．9 55
取扱延件数 2．了 2．8 13．5 1．2 2．2 41 ユ8 12．「 2．5 2．0 17 24
飾設数 O．1 0．0 o．5 o．3 o．3 O．1 0．2 O「1 o．3 0．1 02 03ハイパーサーミ
A装置 台　数 0．2 O．D 0．3 o．7 o．3 0．1 o．5 o．1 0．4 o．2 o．3 06
取扱延件数 o．5 D．3 9．5 1．8 D．巳 O．2 20．9 o．5 04 13 12 02
Ri珍断装置 施般数 14 O．5 了．1 1．2 1．5 1．2 06 1．5 1．2 o．9 o．6 09
台　数 2．0 D．δ 11．9 1．9 25 Z、D 15 2．1 20 13 14 21
取叛延件数 45．7 28．4 569．8 35．3 49．5 40．z 38．5 49．0 関．9 30．9 z21 37．0
施設数 0．3 O．1 1．6 O．1 0．3 D．2 01 0．0 0．3 01 01 01NMR－CT
iMRI） 台　敬 o．3 D．1 1．5 O「1 D．3 D．2 0．1 o．o o．3 01 0．1 01
取扱延件数 8．8 2．ア 呂25 23 13．9 7．7 84 oo 86 29 31 3．2
施設数 19 D．5 11．9 1．4 1．4 2．0 14 14 1．5 11 1．5 12マイクロサ　ジ
с椛葡u 台　数 3．9 1．4 25．2 2．5 3．5 4．D 22 2．了 3．4 20 2ア 32
取扱琶件数 7．了 3．2 124．6 8．了 6D 10．5 27 9．8 138 47 5．7 110
施設数 3．1 o．3 13．5 2．o 2．5 2．5 25 2．2 1．4 17 21 25血管逮続撮影
葡u 台　数 3．4 1．1 「5．9 2．5 3．2 2．9 3．1 28 1．8 2．D 25 29
?
28．8 5．D 587 18．6 126 39．6 z98 2了．5 15．5 17．3 10．8 127
施設数 0．4 D．5 3．2 o．了 D．9 o．8 o．了 1．2 1．1 D．8 D．呂 1．0顛部（頭頚部）
pC↑ 台　数 0．4 D．5 3．2 o．7 D．9 o．5 o．了 「2 1．1 08 o．巳 1．0
取扱延件数 12．4 7．3 44．4 12．ア 2臼．8 19．5 15．0 14．了 11．9 182 159 ヱ59
全身用CT 施設数 34 1．ア 16．7 2．9 3．8 3．5 3．3 2．3 34 2．5 3．D 2．5
台　数 3．8 1．8 19．o 3．2 4．1 3．5 3．5 25 3．δ 26 3．1 27
取抜延件数 203．9 11B．5 1031．7 138．5 179．4 254．6 155．9 150．1 206．6 1431 128．0 121．2
リニアック 施穀数 o．3 o．2 3．2 o．4 D．呂 D．4 03 O．2 03 D3 o．4 03
?
o．4 o．z 4．o o．5 o．3 D．5 o．3 O．2 o．3 0．3 D．4 o．3
取扱延件数 65．5 21．8 200．o 53．2 27．3 50．5 35．8 23．4 21．1 Z5．5 22．8 20．2
飽設数 0．8 o．5 了．1 1．1 1．1 1．4 1．o 14 o．8 o．9 o．9 o．5未熟児専罵呼吸
S珀監視装置 台　数 28 1．5 175 4．3 3．4 4．1 3．5 5．5 3．1 z．6 2．o 1．7
取級延件数 14．2 3．1 1了．0 14．5 45．2 12．0 16．3 18．2 6．5 10．4 7．7 9．0
分娩監視装置 施設数 1．7 t．3 13．5 25 2．o 1．9 21 1了 1、Z 1．6 ユ9 1．5
台　数 4．1 3．3 32．5 6．0 5．3 5．6 3．9 4．4 3．8 3．6 3．5 3．D
取扱延件数 35．9 28．2 323．8 583 z7、5 38．9 29．5 30．7 29．0 z79 28．6 33．1
?
o．9 07 7．9 1．4 1．4 1．5 1．2 15 o．5 1．o 1．1 o．ε新生児専用人工
ﾄ吸器 台　数 2．1 2．2 T5．7 2．9 2．4 3．4 34 3．1 3．4 2．1 21 ユア
取扱延件数 5．4 2．o 31．7 33 4．5 5．5 6．6 8．4 1．4 3．B 3．5 3．8
施設数 2．6 1．3 111 2．6 2．8 3．4 2．6 zo 2．5 z．D 28 26長時間心竃図
ｪ析装置 台　数 2．9 1．9 12．7 3．5 3．弓 3．5 3．1 2．2 3．D ユ4 31 3．o
取扱延件数 11．6 9．7 960 TBO 119 26．2 12z 19．4 17．0 49．5 155 15．5
施設徹 2．1 1．4 15．1 2．ア 2．5 3．2 27 2．5 15 2．4 27 21曳化学自動分析
葡u 台　数 23 1．8 198 3．5 2．9 4．4 3．0 3．1 2．3 2．1 32 25
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，　・　■　o　噸　噂　，　，　曜　7　璽　・　「　，　0　7　，　●　●　一　，　一　．　．　曜　層　一　■　0　9　■　， ，　　　，　　　．　　　唱　　　，　　　● 層層，「■ ．　　曹　　．　　■　　，　　■　　鳴　　幽　　．
・　o　．　o　，　o　■　，　．　．　．　層　層　・　，　．　■　響　．　■　■　o　・　贈　，　o　．　o　一　甲　■　． ●　　　「　　　冒　　　幽　　　■　　　●　　　． ．匿層■■ 響　　　．　　　．　　　．
7　．　　．　．　　7　　．　，　響　　■　層　　．　響　●　　o　，　■　層　　■　■　．　●　　，　響　　，　・　一　，
曾　，　O　g　o　・　曜　曜　璽　．　，　●　・　．　一　．






































































































































68．7 　　　　　1W5．5 　79．33．2 3．1 5．4
1
一 3



















































































































































区分 市 中区 東　区　南区 西区 安佐南 安佐北 安　芸 佐伯
入院 23 2　1 35　　2720 15 21 3521
外来 788210392　1
@　「
71 5　1 70 10971


















退職者 21．　7 121．　4 15．　2










































一般　　9．o ll．1 8．8 10．319．4
精神12．l　　I 2．3 2．4 2．2 2．1
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新生物 8 68 491 93 8 73 364 85???
76 407 94 9 60 247 倒
神経系 28 35 169 46 639 468 3179 752
33 47 176 57 449 319 1700 485
1
『循環系 4 75 1866220 11 564 6091 935
馴 78 1756229 9 501 4503 791
一呼吸系 22 25 238 44 2134749 13531123












































































































































































































市内総数 ????????????? ?? ???? ?? ??
??????????????????????? 99
17
－一．一? 西　区 東　区 安芸区 安佐南区 安佐北区 佐伯
一一Z．0 100．O iOD．0 100．0 100．0 100．0 10
9．1 99．⑪ 99．0 99．3 99．1 99．3 9
5．7 96．8 94．6 71．1 98．0 97．1 8












1．7 o．9 5G．0 2．7 1．4 2．7
D．4 D．1…　　　0．2 35．7 0．1 0．1
0．5 1．2． 1．0 0．2 65．6 7．5
0．3 0．61 1．4 0．3 5．0 68．4
0．1 2．2 0．2 0．1 0．3 0．1 5





L 中　区 南　区 西　区 東　区 安芸区 安佐南区 T安佐北区 佐伯区
旨総数 100．0 100．0 100．OI
@　　I
100．0 100．0 100．OI100．0 100．0
県内総数 99．4 99．2 99．3 99．6 99．5 99．2 99．6 99．5
市内総数 98．5 95．9 97．4 96．4 75．1 98．4 88．9 87．0
中　区 83．8 14．1 22．0 20．6 13．9 13．4 12．5 11．5
南　区 7．1 78．2 4．3 13．9 14．3 3．6 2．6 3．5
西　区 5．3 1．5 68．4 1．3 LO 4．9 5．6 8・Ol
東　区 1．4 1．3 0．5 59．O L9 1．2 6．4 0．21
安芸区 0．0 0．2 O．D 0．1 43．6 0．D 一 一
安佐南区 0．4 0．3 0．7 0．7 0．1 70．8 12．9 D．5
安佐北区 0．3 D．2 O．3 0．5 D．3 4．3 47．3 Od



























































広島市 中区 東区 南区 西区安佐南阪佐北 安芸 佐伯1府中悔田　　1










西区 安佐南　安佐北 安芸暖伯 府中 海田










































































































































































































































568 594 312 385 68 771105　1 174
老年人口（千人） 57 91 271　58　1 1　　6
??
8 26
老年人口割合％ 10．1 15．3 8．8 15．0
r　　　　I
撃〟D1124．3　　　F 7．5 14．9
総病床数 9729 2031 739 861
一般病床数 8313 1195 246 635
入院患者数（人） ll684 5867 2954 3247























































　　　1X2．2　　　65．3 63．0 36．5 16．21
1840 94．2 75．7 6L8一　48．8 27．1










P293 96．1 82．11　　46．51　　55．8 26．1
　一一






95．6 8L8 43．1 46．8

























「全　国 9841 15．1 9．1 　　1S．8　1　2．6　　1 3．9 4．0
札幌市 205 18．7 9．0 6．1 3．2 6．3　　　5．O
川崎市 49 14．3 14．3 2．0 一 2．0［2．0　　　　　、一
横浜市 144 14．6 10．4 2．8 1．4 2．1　1 2．8
名古屋市 　　iQ01　　　14．9 10．0 3．5 3．5 5．0 4．0
大阪市 234 15．0 10．3 3．0 0．4 3．o 3．8
京都市 147 19．0 11．6 5．4
一一
@〇．7 2．7 7．5　1　　3??????
ll2 27．7 lO．7 9．8 3．6　1　9．8　　1 12．5
広島市 102 13．7 6．9 2．9 LO 2．9 5．9
北九州市：　89 22．5 14．6 7．9 4．5 11．2 5．6
福岡市　　　　125　　22．4
1－‘
































































































































































一一一一一一一π一 　一一『一一一一 一一一一一一一一一 e
?
広島 一般病棟 214，103585．　0 96．　1…　　25，　5
市民 結核病棟 16，635 45．　4 58．　3 14　1，　6
病院 精神病棟 16，173 44．　2 102．　8 55．　6
1　　計 …246，9⊥1674．　6 92．　4 28．　1
一一一一安佐
市民1一般病床1 115，5163　15．　6 96．　5 25．　2
病院　　ξ 1
　　1s立 一般病床 28，164 77．　2 9　1．　9 9．　3舟入1救急病床 11，675 32．　0 88．　9 7．　0
病院1伝染病床 533 ／．　5 3．　0 24。　2
















































































































































．　　　．　　　．　　　o　　　，　　　甲　　　甲　　　．　　　幽　　●　　　雪　　　幽　　曹 曽 ．　　厘　　　一　　　昌　　　干　　　巳　　　．　　　o　　　刷 曹 甲　　　曽　　　冒　　冒　　　．　　　冒　　．　　　．　　　■　　」　　　・　　●　　　，　　　・　　一　　　●
●　　層　　．　　・　　．　　一　　，　　○ ・ ■．響塵幽 ●　　響　　●　　8　　，　　，　　●　　o　　●　　響　　，　　欄　　r　　．　　．　　●









































































43．7 28．5 8．71　　8．9 57．5 　　1Q5．O

















































































．　　幽　　噸　　”　　噂　　■　　．　　．　　■　　・　　，　　●　　P　　●　　●　　● 一　　．　　鴫　　騨　　　冒　　ロ　　ワ　　■　　一 印 ■ ．　　．　　冒　　．　　冒　　脚　　，　　．　　・　　．　　9　　印　　，
o　　一　　騨　　．　　曜　　・　　．　　■　　o　　●　　●　　●　　，　　●　　●　　■ oρ， 冒 ノ 冒 ．　　曝　　．　　，　　■　　噂　　曹　　●　　．　　．
幽　　■　　■　　「　　o　　．　　犀　　，　　P　　脚　　●　　o　　，　　伽　　‘　　9
一 璽 ? ・ ．　　曹　　．　　一　　「　　・　　，　　口　　．　　層
「　　・　　9　　・　　9　　層　　9　　“　　●　　， 腫 層 幽 ・ ，　　■　　，　　■　　國　　一　　．　　．　　■　　．
層ロー 曾 齢 ，
?
● ■ 一曹．，盟冒





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一一■一一一一＿＿P 1 医瞭施設率　〔人ロ lo万対｝ 病床率　（入ロ1 o万対） ??
市町村 「襲rT ｝，一 ???????勲釘歯　科f療所 総数 病院 ．篠。1 ｝　般f療所　　1
泉大漆市 13L8 5．9 75．5 50．4 855．9 757．4 708．1 ユ18．5
高　石　市 U5，8 ？．6 54．o 44．2 L752．1 1，712．5 550．7 ユ9．5
和　泉　市 93．o 12．4 42．7 37．9 2，23L5 2，214．5 1，544．6 17．2
忠　岡　町 1】0．1 5．8 52．ユ 52一 579．4 492．5 492．5 55．9























熊　取　町 73』 5．2 35．5 31．4 2，757．5 2コ43．9 914．6 235
田　尻　町 59．さ 14　8 29．7 14．8 608　0 593．2 593．2 14．δ1
岬　　　町 86．8 4．5 5ぐ　o 18．3 L456　0 L393．5 L393　5 　　唱V3　11
阪　南　町 92．3 7．4 1昌　o 35．9 1．37L5 L25ユ，6 991．3
、2。．oI
堺　　　市 n2．0 5．5 54．9 4L4 1，755．3 1』73，5 L240．9 92．7




















老人 非老人 　　　［V人　　一 非老人一一一一一一一｛－
@41．8昭和55年 40．9 6．2 192．0
昭和59年 59．9 6．6 187．6 43．1
昭和61年 62．1 8．6　　1 171．8 37．6






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































病院名 人数 病院名 人数 病院名 人数
聖マリアンナ西部 32 慈恵第三 2 菊名記念 1
一　　，　　雪　　9　　一　　層　　曽　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　響　　雪　　r　　一　　曜 曽　　一　　層　　一　　■　　昌　　一　　，　　冒 胃　－　璽　一　脚　－　一　一　一　一　一　一　曽　塵　甲　，　一　＿　＿ 一　　一　　一　　一　　P　　層　　一　　＿　　一 F　　冒　　一　　一　　昌　　一　　一　　魑　　　　　r　　－　　一　　＿　　▼　　一　　＿　　＿ 一　　，　　層　　一　　　　　曹　　一　　四　　，　　一
聖マリアンナ 9 東急 2 北小田原 ?
一　　一　　一　　一　　謄　曹　　一　　｝　　一　　一　　P　　－　　一　　一　　一　　一　　｝　　層　　一 ，一｝曽一一一一一 層　，　翻　冒　雪　一　－　一　一　薗　一　昌　早　一　曽　甲　＿　曽　一 1　　冒　　■　　一　　圏　　，　　冒　　一　　＿ ■　一　　回　冒　冒　　一　　畠　　，　一　　噌　　喝　　一　曽　　＿　　＿　＿　　＿ 一　　一　　一　　曽　　曽　　凹　　曽　　r　　r　　＿
横浜労災 8 横浜市民 2 熊本機能 1
冒　　－　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　噸　　一　　贈　　▼　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　噂 一　　P　　冒　　－　　r　　－　　一　　一　　＿ 一　唱　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　＿　一　躰　｝　＿ 曽　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　，　　＿ －　　一　　一　　｝　　－　　－　一　　一　　一　　魑　　一　　卿　　層　　一　　甲　　r　　＿ 一　　一　　一　　噂　　一　　曽　　噌　　r　　－　　一
北里大学 6 帝京医大溝ノロ 2 瀬谷甦生 1
一　　｝　　－　　－　　一　　一　　一　　r　　－　　一　　一　　曽　　＿　　罹　　＿　　＿　　一　　＿　　畠 一　　　　　F　　一　　曽　　曜　　＿　　一　　一 昌　層　層　一　一　層　一　｝　r　－　一　一　一　一　囚　r　甲　＿　冒 一　　－　　冒　　一　　一　　一　　一　　層　　一 ”　騨　甲　7　一　璽　一　畠　一　，　一　層　凹　r　7　＿　一 一　　一　　一　　F　　曹　　　　　r　　－　　▼　　＿
東京女子医大 4 寝川光 1 花園橋 ?
昌一一曽一層曽一，¶一一一一曾一一一一 ?鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈 曽　　7　　－　　冒　　一　　一　　一　　一　　，　　曽　　一　　r　　曽　　一　　＿　　一　　＿　　一　　一 ，　　層　　幽　　　　　一　　一　　一　　一　　一 一　昌　一　曹　　　冒　一　曽　層　一　一　一　幽　，　9　｝　F ■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　雪
昭和医大藤が丘 1　　3 国立療養所南横浜 1 横浜赤十字 1
冒　■　璽　昌　冒　一　一　層　曹　一　冒　一　一　一　一　一　曾　＿　卿 雪　　一　　暫　　一　　曹　　一　　一　　菖　　r ｝　　一　　一　　一　　暫　－　■　　一　　一　　畠　　一　一　　一　　一　一　　一　　＿　　－　　＿ 雪　　一　　一　　，　　，　　曽　　r　　r　　一 ■　　一　　一　　一　　一　　一　一　　r　　－　　一　　一　　一　　一　　一　　噂　　r　　曽 層帽一｝r－一一一一癌研究所付属 3 杏雲堂 1 社会保険総合 1
，　，　一　一　曽　一　冒　一　一　巳　r　，　r　噌　一　＿　＿　圏　冒 一　　一　　一　　，　　一　　曽　　一　　一　　r ■　　一　　一　　一　　幣　層　　一　｝　▼　　■　　r　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　層　　＿ 甲　　胃　　曹　　一　　＿　　＿　　＿　　一　　＿ 層　一　一　一　一　－　一　一　一　幽　一　一　，　P　曽　r　＿ 一　　一　　幽　　一　　一　　一　　｝　　｝　　曽　　一
三井記念 3 三島東海 ? 木原 1
冒　一　一　一　，　卿　嚇　冒　一　一　1　－　一　一　一　一　一　薗　騨 一曹一一一一一一一 一　，　騨　一　一　一　圃　冒　一　■　一　一　一　一　一　鴨　＿　脚　鴨 一　　■　　璽　　一　　一　　胃　　－　　鱒　　一 冒　　一　雪　　一　　一　　一　　■　9　　｝　　一　胃　　圏　　一　　一　　■　　幽　　r 一　　脚　　層　　曹　　一　　＿　　＿　　一　　一　　＿
順天堂大学 2 横浜市大 ?
冒　　一　　■　一　　｝　　曹　駒　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　＿　　暫 ，－9r－一一一一 一　，　｝　瞬　一　層　■　｝　一　一　一　一　一　響　，　＿　層　曽　｝ 麗　　冒　　一　　一　　一　　層　　一　　－　　＿ 冒　　冒　　一　　一　　幽　　層　魑　　一　　一　　曽　　圃　　一　　一　　一　　一　　r　　＿ 一　　－　　一　　一　　霜　　＿　　＿　　一　　＿　　一
松島 2 にのみや整形 1
一　　一　　冒　　一　　髄　，　　一　　，　　層　　一　　r　　冒　　一　　一　　一　　＿　　＿　　P　　騙 ｝檜曽　冒一一一一 畠　一　彌　一　一　一　曹　曽　7　糟　一　一　唱　曹　一　，　曽　r　冒 一　　一　　一　　一　　曽　　■　　一　　｝　　¶ 雪　一　一　，　一　一　一　噛　甲　一　一　一　一　＿　－　r　＿ 　一曽一一一一一曹曽東大分院 2 小田原循環器 1
一　卿　一　障　冒　一　冒　璽　一　，　r　一　擢　曽　一　＿　¶　一　一 一　　一　　一　　冒　　雪　　曽　　軸　　＿　　＿ 一　一　層　■　一　一　一　一　雫　一　r　曹　F　－　一　一　＿　一　騨 －　　　　　曜　　一　　一　　一　　雫　　一　　曹 一　　　　一　　一　　一　　■　　昌　　，　　回　　1　　－　　－　　F　　－　　一　　＿　　魑 一　　需　　一　　甲　　曹　　－　　π　　＿　　一　　冒





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































56 203 141 1，38532，03387．8 23．1 62．2 3，94569，656236．1 17．7 2．2
57 ? ? 1，44335，09296．1 24．5 68．2 4，19667，757193．016．1 1．9
58 ?? ? 1，56638，214104．4 24．5 74．3 5，851η1，481 239．912．2 1．9
59 ? 147 1，47139，905ユ09．3 27．0 74．4 5，96370，892240．311．9 1．8
60 ? ? 1，60634，49094．5 21．3 64．3 5，86872，555245．1・12．4． 2．1



















0～20才40 20．145 20．258 24．774 27．881 33．557 26．354 28．049 25．868 28．761 28．567 29．663 27．2
21～305 2．5 17 7．6 20 8．5 27 10．221 8．7 19 8．呂 14 7．3 13 6．8 13 5．5 13 6．1 10 4．4 10 4．331～4017 8．5 23 10．325 10．622 8．3 ユ9 7．8 13 6．0 13 6．7 15 7．9 15 6．3 16 7．5 17 7．5 17 7．341～5027 13．621 9．4 21 8．9 22 8．3 20 8．3 15 6．9 13 6．7 14 7．4 17 7．2 12 5．6 II 4．9 15 6．551～6022 11．1 25 11．226 11．1 26 9．8 20 8．3 23 10．619 9．8 27 14．228 1L825 11．724 10．626 1L261～7028 14．1 30 13．527 11．535 13．124 9．9 24 Il．020 10．4 24 12．633 13．928 13．131 13．731 13．4
71以上 60 30．162 27．858 24．760 22．557 23．566 30．460 31．148 25．363 26．659 27．666 29．270 30．2


























































































































































































































4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 ユ1　月 12　月 ユ　月 2　月 3　月
図6 1 山梨赤十字病院月別年齢階層別入院患者数（昭和60年度）
表6－4　山梨赤十字病院入院患者数市町村別比率（昭和60年度）
市町村名 件　数 延　患　者　数 延患者敵比率
河i船泳 576 8，246 22．9％
ロi　小　立． 343 5，055 14．0




上九一色村 68 ユ，074 3．0
鳴　　沢　　村 124 1，511 4．　2
足　和　田　村 118 1，828 5．　ユ
勝　　山　　村 168 2，254 6．　3
忍　　野　　村 95 1，　756 4．9
山　中　湖　村 64 637 1．8
道　　志　　村 61 1，283 3．5
西　　桂　　町 25 273 O．7
関　　町村計 1，90727，54776．5
富士吉田市 398 5，087 14．　1
都　　留　　市 84 L　O76 3．o
大　　月　　市 3 47 o．1
その他の県内 37 449 1．　2
県　　　計 2，42934，20694．9



























































































































































































































地　　域　　名 精神 結核 一般 精神 結核 一般 精神 結核 一般 備　　考
Aブロック計 4，371 3，741 △　630
甲　府保健所管内 2，002 2，041 39
日下部保健所管内 576 522 △　　54
石和保健所管内 422 264 △　158
身　延保健所管内 295 244 △　　51
小笠原保健所管内 524 298 △　226
韮　崎保健所管内 552 372 △　180
Bブロック計 1，342 584 △　758
吉　田保健所管内 654 336 △　318
大　月保健所管内 688 248 △　440
ボ1号地域合計 5，713 4，325 △1，388
＊2号地域合計 5，711 5，717A蠕 ? 6’






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































乳児 4．2 4．6 48 4．0 3．2 3．5 　　トQ．6 7．3旨 6
一 一一 u一
新生 2．6 2．6 3．6 2．9 1．2 1．7 2．0 6．1 3?



































@64．7 950．8r　284．0 227．3 1178．1
@一一
89．8 9了5．5 251．2 350．3 1325．8
??????
　一
Q2．6 202．6 2901．2 31．3 435．2 3336．4
@　－＿一?
6．5 59．9 913．3 296．1 220．0 1133．3
12．3 128．2 1409．8 248．8 521．6 1931．4南　区
ｼ底 8．6 　　　1D壁6二1227．了 372．4 1028．7
4．1 48．8 354．7 252．0 306．5 661．3安佐南????
一2．9 　一一一T9．2 426．8 2938 328．2 755．0
安芸区 4．4 39．2 357．0 642．8 224．9 581．9
一佐伯区 4．7 62．4 600．3 213．6 321．4 921．7
　一‘{中町 一　　2，0 75．4 611．5 725．了 283．3 894．9
海田町 6．6 了9．0 306．0 一 332．4 638．4
46．1 一 一 111．4 111．4熊野町
竅@町




区分 広島s 中区 東区 南区 西区 安佐? 安佐k区 安芸 佐伯 府中ｬ 海田ｬ
自区内 54．了 41．1 44．841．545．542．了 35．941．0
広島市 88．891．995．588．491．892．886578．477．65了．了 73．5
府中町 2．4 1．6 3．1 42 1．4 1．2 1．1 8．0 0．5 36．0 8．7


























































































































































































































































? ? ? ?
歯科
O来 健診 入院
多　摩　調　査 5．3 6．7 4．9 L3 0．5 0．1 3．4 3．8 L9 o．1 O．7 28．7 5．8 o．4 3・．4
北習志野 6．8 ＆0 1．8 o．7 1．6 3．3 4．4 LO α2 0．2 28．1 88 一 31
璃　　　川 8．4 7．9 3．9 50 2．o 3．4 13．1 1．2 0．1 O．2 4528．7 一 2．5
?????
北　所　沢 10．9 7．3 4．6 1．5 ユ．4 3．2 6．3 2．5 0．O 0．1 37．7ユ3．5 一 52
明　神　台 9．5 1LO4．9 1．7 1．0 7．0 7．9 L3 0．6　　0．4 《52 10　3 一 29












{設計画　　　　　寧1 12 7 5 3 5 5 3 40 lo 6．5
港北ニュータウン計画
@　　　　　　　　ホ2
13 12 6 4 6 6 3 50
’71白髪東地区再開発計
諱@　　　　　　　　寧3 13 10 6 3 5 5 3 45 10 6．0
’73泉北ニュータウン計











北習志野 63．3 15．6 12．2 8．4 0．5
通　　院一　　般 鶴　　　川 81．3 2．5 7．8 3．1 5．3
北　所　沢 47．0 36．6 10．7 1．9 3．8
明　神　台 32．9 43．0 3．3 2α7 0．1
北習志野 8．7 26．0 21．5 32．8 11．2
鶴　　　川 1L　1 一 37．1 25．7 25．3入　　院
北　所　沢 3．9 21．6 29．2 3α4 14．8






















院一般? 9．4?5．7?7．8? ．8? 6．2? ．6? ．8? ．5? 9?．2? ．1? 00
　　科? 8．5?0．9?7．9? ?7．4? ．8? ．2?3．6?．4? ．3? ? 0Q




















75 90 70 60 75 75 60 80 40
’71白髪東地区再
J発計画　　串3 75
90 70 6Q 75 75 60 80 40
’73泉北ニュータ
Eソ計画　　寧4 5Q

































Eン施設計画 50 50 40 40 70 70 50
港北ニュータウソ
v画 26 35 68 17 64 95 40 30
’71白髪東地区再
J発計画 40 50 50 3Q 80 8Q 5Q 40
ワ3泉北ニユータ































75 825 50 16．5 　　　　16，100i16
小児科 gi　g5　1 855 55 15．5 6，4001　　　　1 工6
外　割
（含整外）1




?? 70 140 50 ・・81・5…Qi3
眼桐 4 80 320 80 ・．・125、。。。」 4
耳鼻司　　・ ・・1　・・。 ・。1・・4122・。・・1　・
　　　｝鈞Z科・1　　　2蜚A器州


















































































































































































































地区 人口総数　　年少人口 生産人口 老年人口1世帯数
北部地区 翻ll）［（灘 28，444i74．2） 4，891i12．8） 19，370




































8．　0 8．　5 7．　6附馴1：1 7．　1 7、　2 7．　0







23区 口黒区 目黒保健所 碑文谷保健所
　　一ｺ和63年
一
6． 0 6． o　　I 5． 6 6． 　一T
平成　元年 6． 0 6． 　　I 5． 8 6， 4
平成　　2年 6． 3 6． 5 6． 4 6． 6
平成　3年 1一 6． 3 6． 5 6． 2 6． 7











総数 1， 643688．7 100．〇　一
悪性新生物 46　1 193．2 28． 1
心疾患 330 138．3 20． 1
脳【血管疾患 249???? 4 15． 2
肺炎及び気管支炎 158　　　i 66． 2 9． 6


































































































































































































































































































































総数 人院 外来 総数
? ↑外来1　　　－1　196．8
一一一




都民 759．6 U8，7 640．9 29L7 114．2　1　177．4
全国 8，366．3 L500，96，865．4 3，384．1 1．4。7．0…L977．［
都民 6，407 LOOl 5，4D6 2，460 964I　L496受療率







@（％）」一一一一一 全国 lOO．0 　　　I撃V、9　　　　82．1 1。。．oi　4L6 58．4
一一
一般診療所 歯科診療所
総数 外来 総数 外来
都分 39LD 385．5 125．5 125．5推計患者数
i千人単位）
都民 356．1 351．7 UL8 lll．8
全国 3，737．8 3，644．0 1，244．4 1，244．4




i人口10万対） 全国 3，024 2，948 LOO7
都民 100．O ? 98．7 100．0 lOO．0構成割合


























































区分 東京都 区部 目黒区 大田区 i畑谷区 渋谷区
??????







302 328 260 299 271 321 191
老保
鼈



































国保 2，868 3，171 2，773 2，76D 2，615 3，183E　2，039
老保 406 458 579 452 479
　　一1
T55 426



















全国 東京都 全国 東京都
1　感染症 29 24 129 133
一
H　新生物 119 97 99 89
皿　内分泌 43 321 194 234
1▽　血液 5 4
1 29 24
V　精神障害 274 224 93 133
VI　神経系 60 46 446 416
V［1　循環系 272 250 845 780
皿　呼吸系 51 45 757 887
一衣　消化系 91 70 1， 2401， 230
X　泌尿生殖系 33 29 158 124
　一黷wI妊娠 20 21 13 9
XH皮膚 5 8 199 228
X皿筋骨格系 6　1 34 6　17 454
xW先天異常 7 5 18 10
XV周産期 5 3 1 0 一
XVI不明確 14 16 55 57
XV皿損傷 100 691 310 223



































総数 新生物 神経系 循環系 呼吸系 2消化系
　一 　　一一一鼈鼈鼈鼈 一
「




0歳 7，508 32 266 99 3，192 379
一 一一 　一 一一一一一一一1～4 7，411 26 907 21 4，311 195
一 　 一一 一　　　　一一一一トー 一 一































一4，169 15… 239 244 　　　　…T34　　　1，066　　　　；
5，062 191 246 515 387 1，27445～49
|『一一　一
??〜??????????
7，309 251 454 1，030 550 2，223
一一一T5～59…8，732299 574 1，440 625 2，156
一一@60～64　　10，921　　　　　　　　1 406 749 2，557 769 2，205













































































































































































































































































流出 流入 流出 流入 流出 流入
総数 LO53 LOO715，321 18，380 3，067 2，660
国保 45i 468 9，531 10，460 2，428 2，151
老保 534 460 4，588 6，345 429 336







自区内 品川区 大田区 世田谷 渋谷区 他区 一凱一塗墨
一 一 一総 1　662 124 63
????
72 391 52 1，669
数 （39．7） （7。4） （3．8）i（18．3） （4．3） （23．4） （3．D（100．0）
入 一 233 58
????
1　236 33 86 一一一Q7 一一一一@701
般 （33．2） （8．3）了h （4．0） （33．7） （4．7） （12．3） （3．9）1（100．〔〕）　　　1
一 一老 405 58 32 25 33 293 191　865
?
保 （46．8） （6．7） （3．7） （2．9） （3。8） （33。9） （2．2）喧00．0）
一』一一 一退 24 8 3 441　　　6 12 6 103
一一
職 （23．3） （7．8） （2．9） （42．7） （5．8） （H．7） （5．8） （100．0）
一｝『一了総 32，8792，733 1，33818，0781，239 2，276 71651，259
数 （64．1） （5．3） （2．6） （19．7） （2．4） （4．4） （1．4） （100．0）
一 一一 一一? 一 18，3991，6661　7555，492 675 1，458 41428，859
般 （63．8） （5．8）〔｝一』一
?（??）??
（工9．0） （2．3） （5．1） （1．4） （100．0）
一
老ll2，226　1 880 463 3，709 468 623 20218，571
来 保 （65。8） （4．7） （2．5） （20．0） （2．5） （3．4） （1．1） （100。O）
一一一一 V 一一一一一一一退 2，254 187 120 877 96 195 100
?????
職 （58．9） （4．9） （3．1） （22．9） （2．5） （5．1） （2．6）
（???）?
一一一一総 6，315 385 327 1，工38 188 471 151 8，975
数 （70．4） （4．3） （3．6） （12．7） （2．D （5．2） （L7）（正00．0）
歯 一 4，864 325 276 877 155 403 ll5 7，015
般 （69．3） （4．6） （3．9） （12．5） （2．2） （5．7） （1．6） （100．0）
老 1，093 37 38 185 26 34 16 1，429?
保 （76．5） （2．6） （2。7） （12．9） （1．8） （2．4） （1．1） （100．O）
退 358 23 13 76 7 34 20 531
























































































































































































































































































































































































































内科i小児 外科 産科 眼科　　耳鼻 皮膚 泌尿





































































































































































































































































































































































































O科（整形） 産婦 眼科　…耳鼻 皮膚










































産婦人科 30 1．6 21，429
眼科 80 1．4 　　　一Q5，000
耳鼻科 80 1．8 20，000
皮膚科 30 1．3 26，667
歯科 40 8．2 4，286
表8－24　標榜科目（重複）別診療所数と成立診療所数
内科 小児 外科（整形）　産婦 眼科 耳鼻 　　1逡?@歯科
現存診療所数 20 10 5　　　4 1 1 　一W 一一一@40
























































































総数　　　旨 13，765 55，989 115，147 199，100…
（100．O） （100．0） （100．0） （100．0）←
一一 一一一一 一 一一年少人副 1，807 7，380 14，281 24，425
（13．D （13．2） （12．4） （12。3）
生産人口 10，428 42，2895　　86，938 150，100
（75．8） （75．5） 1　（75．5） （75．4）
一一一一一一 一一一
老年人口 L530　　1　　　　　　1 6，320 13，928 24，575



















患者数 17017080 255070 　　1Q5　　一hl20
351
第4節
まとめ
　個人診療所では、成立しないと思われる地域であったが、グループ診療所では
成立の可能性があることが分かったn
　ここでは、グループ診療所は、一般の個人診療所とどのような性格の違いがあ
り成立する可能性があったのかまとめる。
　患者側からみると、　・ヶ所で同時に診療してもらえる便利さがあり、小病院的
な要素が感じられ、患者の病院思考に通じるものがある。また、専門診療も加味
され、専門性を認識できる点で安心感があるだろう。また、医師同十の横の繋が
りもあり、薬、検査の重複がないという利点もある。そして、大病院とは異なり
待ち時間が少ないという点も大きい。
　一方、各科独立しているという認識が根付くまで各科ごとに初診料、再診料を
とられると思うことは、欠点としてあげられる。
　医師側からみると、煩雑な会計業務、レセプト計算、薬局業務がないため医療
に専念できる利点がある。また、X線、その他の相互使用できる機器を共用でき、
各科で分担購入できる経済的メリットもある。しかしながら、医師相互の連絡を
密に取る必要もあり、診療日、診療時間を自分の都合（好み）とすることがしず
らい。また、夏休みなどの長期休暇も全科で一斉にとれないので、バラメディカ
ルスタッフに負担がかかるという一因もある。
　対象地域は、計画診療所周辺が事業所地域であり、健康診断などを事業所と提
携することによって、定期的な患者数を確保することができる。また、事業所か
らの徒歩圏内にあることは患者数を確保できる要因といえる。一方、診療所が比
較的密集した住宅地の場合には、徒歩圏のみならずより広域な地域を対象とする
必要があると思われる。したがって、ある程度の駐車場のスペースを確保必要が
ある。
　結果として、グループ診療所は、開設者が当地で開業している医師が望ましく、
グループ診療の主旨をよく理解している者が望ましく、当然のことながら、グル
ープ診療を理解し、協調性のある気のあった医師たちによって充分話し合いのと
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れる運営体制が望まれる。また、メディカルサービスのような会社または組織を
作り、有能な事務長に実際面の活動運営を協力してもらえることがふさわしい。
　しかしながら、休日・夜間の診療や在宅医療などへの課題も残されている、、
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結論結章
第1節
研究の結論
　各章から、次のようなことが判明した。
①県都医療施設は、自医療圏より広範囲に対して機能しているが、県卜’全体に機
能しているとはいえない。
②県域全体を3次医療圏とし圏内をいくつかの2次医療圏に区分しているが、医
療圏の構造によっては2次医療圏に準3次的機能を付加する必要がある。
③2次医療圏で一般病床が決められているが、そのlliはいくつかの圏域で構成さ
れ、それが重層的にも連携している。したがって、必要病床数の算定方法には問
題がある。
④在宅医療の推進がいわれるなか、ケア付き高齢者住宅の介護の役割は大きい。
⑤グループ診療所は、これからの地域における開業医活動の中で重要な選択肢の
ひとつである。
　また、医療圏に関する共通項として次のような、医療格差、医療圏策定の問題
がある。
　こごては改めて、2次医療圏とされる圏域の策定に関する基本的な考え方やそ
の手法について、本論で改めて述べることはしない。
　各都道府県において、その圏域の設定によって必要病床数が定まってしまうと
いう点を考えるならば、その線引きは非常に重要視しなければならない，，実際に
は、国勢調査などによる通勤通学圏、行政圏などの圏域内医療施設機能の現状な
どの既存と調査資料を用いている。
　医療圏計画趣旨によれば、各々の圏域内にて通常の医療は完結されることが期
待されているが、患者の受療行動は圏域をまたがっていることが判明している。
　また、いずれの調査研究においても、医療圏域内における医療資源などには格
差があることは明らかである。医療圏が生活行動圏のひとつであり、したがって
都市部で大規模となり、山間・島部で小規模になることは当然と考えられる。
　しかし、都市部といわれる札幌、仙台、広島、福岡、北九州市などの政令指定
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都市のような広域的な合併を行った場合、区によって人口密度に格差があり、低
密度は周辺の区にみられ、合併にともない編入された農山村部にみられる。この
ことが医療面においても地域間の格差問題を発生させている。人口10万対の医療
施設分布や病床数、医療従事者数、医療機器の状況などにより区別の施設整備状
況を見ると、中心部に集中し、中心部の区と周辺部の区とでは、医療面において
も地域間格差が生じていることを明かにしている。この地域内の問題については、
①市に合併される以前から周辺田∫村との地区を形成し、合併後も地区における広
域行政を行っている場合である。例えば、地区単位の医師会や歯科医師会がある
とか広域行政の救急搬送などである。今後も周辺町村との連携を考慮した地区の
医療圏を考える必要がある。②周辺区部の中核病院は、当該市域の医療施設の拠
点と位置付けられている。しかし背後の医療施設の不足町村からの広範囲な施設
利川が発生している。従ってこの病院の医療施設整備にあたっては、市域外をも
含めた地域医療計画を考える必要がある。③周辺区部において、市に合併される
以前に、生活圏域的に隣接の市との関係が大きい場合がある。隣接市への入院依
存が強くみられ、今後の人口計画との関連で二次的医療施設の整備が必要と考え
られる。また、3大都市圏を除く政令指定都市でも、地形上の特徴の他に、周辺
の自治体を合併して市域が拡大しているため、医療施設の地域偏在が著しく、地
域ごとに日常生活行動や医療施設の受診行動等の面でその特性が異なっている。
このため、市民の年齢構成や疾病構造、市民の受療行動、医療機能の分布状況、
交通条件等の社会的条件などの地域特性を配慮し、周辺町村との連携を含めた医
療圏域を設定する必要がある。
　以上のように、都市部、山間など地勢に起因する部分に依拠する面は多いもの
の、医療の機会均等、需要即応の原則からすれば圏域間格差の問題は最後まで残
されるものと考えられる。
　一方、必要病床数の算定は、医療法施行規則第30の30において算出される。
この算定において、流入・流出の算定が最も留意すべき点である。一般的には、
通勤通学先に極めて近い形態をとるといえる。流入患者の受療行動は、単独施設
の場合、その施設側調査により診療圏を容易に把握することができる。また、厚
生省の患者調査により1日断面の受療動向を捉えることができ、ある程度把握で
きる。一方、流出患者については、住民側調査におけるアンケート調査または国
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保レセプトにおいて把握することができるが、国保レセプトはデータの公開問題
ヒ、非公開の場合もあり調査しがたい点が多々ある。また、国保レセプトで患者
動向を捉えようとする場合、レセプトベースで住所が特定できので有効であると
いえるが、被用者健保分が反映されていない不合理性はあるc，しかしながら、患
者住所地別に受療先を全数を特定できるという最大の利点から、加入率を考慮す
る新たなる指標の策定が望まれる。
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第2節
研究の結論と残された課題
　医療施設を中心にその・部について述べてきたが、その過程では多くの知見を
得ることができた。しかしながら、　「人生80年H寺代」といわれる今、高齢者、
介護など医療だけでなく、保健、福祉を視野に考えなけれはならない。
　医療圏計画と共に必要病床数の算定がなされている。また、新ゴールドプラン
もスターとした。しかしながら、実際には、和歌山県田辺保健医療圏のように必
要病床は満たしていないが、ゴールドプランは達成してしまったような地域にお
いて、老健施設などの入居待ちがあるなどの問題が生じている。医療の側面だけ
の政策、福祉だけの政策などが意味を持たなくなってきている。必要病床数の残
床をゴールドプランに廻すなど、臨機応変な対応が、これからは望まれる。
　保健サービスは住民の健康保持・増進の基盤であるが、また地域医療環境と連
携している。　一方、医療供給体制は医療法の改正、診療報酬の改定および医療計
1画の定着などにより、機能分化し、体系化が進みつつあり、さらに欧米先進国に
比し量的には過剰といえる病床数や高齢化による需要の構造的変化が医療機関に
変化をもたらしつつある。そこで社会資本として保健医療活動を支える医療機関
の変化が地域に与える影響をとらえた上で計画を進める必要がある。また、今後
においては保健・医療・福祉の活動がより統合されて進められる必要があり、こ
れらを推進するためには、在宅での医療や地域での福祉を進めるに当たっても、
家族や地域社会の伝統的機能の縮小や解体化という事態を考慮に入れると、それ
らを支援し、補強するさまざまな医療・保健・福祉のシステムやネットワークを
整備し、拡大していくことが必要である。高齢化時代を迎えるに当たって、医療
計画と福祉計画の接点を考えると、2次医療より在宅を含む1次医療にある。今
後、ケアを必要とする高齢者のQOL、ノーマライゼーションの観点から在宅ケ
アが充実されなければならない。従って、今後の医療計画と福祉計画の最大の課
題はこの在宅ケアのあり方にあるといえる。一方、保健・医療・福祉施設の供給
も必要である。そこでは、当然需要とのバランスをとることが必要であり、各施
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設問連携の上での計画策定が急務であり、その連携の実状を定量的かつ定性的に
捉えることがさらに必要である。
　今後の研究課題は、新しく老人保健施設が開設された地域を対象として、その
地域の高齢者の保健・医療・福祉の新たな需要を捉え、その地域保健に及ぼす影
響を捉えることに展開していくものである。
　その展開の序として、次のような研究に取り組んでいる。
　地域において医療施設が新設されたり、改廃されたりすると、地域の患者の受
療行動や、地域の既存の医療施設にさまざまな影響を及ぼすものと考えらる，，　一
般に医療施設の新設にあたっては、地域の医療需要の分析を踏まえた施設計画が
なされるのが普通であるが、施設設立後にその影響を分析することはあまりなさ
れていない。そこで、医療施設の新設が地域の患者の受療行動や既存施設にどの
ような影響を与えたかを分析するため、病院・診療所の活動状況や、外来患者を
対象として実施した施設選択に関する意識調査、ならびに国民健康保険の診療報
酬請求資料（以下国保レセプト資料という）に基づく患者受診行動調査など・連
の調査を1995年2月に山形県庄内医療圏および東京都南多摩医療圏において実施
した。その結果、東京都南多摩医療圏では人口規模が大きく調査対象施設が紹介
制で運営されたこともあり、影響が現れなかった。結果として、影響がでた山形
の調査について述べ、今後の研究の課題の序に代えるものである。
　酒田市の人口総数は平成5年から6年でほとんど変化していないが、その年齢
別構成では高齢化が進行しており、これによる医療需要の増大は、全国平均の病
院の年齢階層別入院受療率から推計すると、1日あたり約26人の需要増加と見込
まれた。これを、今回の調査対象地域の全病院の現状における1ヵ月の入院実日
数の平均値18．7日を用いて1ヵ月あたりのレセプト件数に換算すると、約42件の
増加に相当する。一方、酒田市民の国保レセプト件数は、1ヵ月あたり外来L4
04件、入院158件増加しており、地域の既存病院の入院レセプト件数に大きな変
化がないことから、入院レセプト件数の増加は、ほとんど日本海病院の新設によ
るものと考えられた。因みに入院、外来とも、レセプト件数の増加のほとんどは
65歳以上の受療者の増加によるものであった。
　酒田市民の市内施設受診率、いわゆる市内充足率は、外来で0．3％、入院で3．6％
向上した。特に小児の入院の自市内受診率は、57．7％から79．2％に大幅な向上が
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みられた。
　酒田市内の他病院の外来レセプト件数は減少しており、外来では競合が発生し
たものと考えられる。酒田市内の他病院の入院レセプト件数は横ばいであり、量
的にはおおきな変化はみられていない。しかしながら、既存病院の入院患者の年
齢構成には大きな変化が見られ、65歳以ヒの患者割合が確実に高まっていた。即
ち、小児および成人層は日本海病院に吸引されている傾向が強く、周辺各施設で
は、その分、65歳以一ヒの患者が増加していた。
　酒田市民の市内施設受診による入院レセプトは、’lz成6年5月で158件増加し
たが、このうち、隣接市町村へ流出していた患者が市内に引き戻されたものが9
件、人口の高齢化による入院需要増による影響が前述のごとくレセプト件数に換
算して約42件となるため、残余の107件が、新規に在宅あるいは有床診療所から、
病院の入院受療へと受診喚起されたものと考えられる。仮に、社会保険において
も国保と同様の傾向であると仮定すると、酒田市では、口本海病院の314床の開
設により、約200人程度の新規の病院入院需要が喚起されたものと推計される。
そしてこれらの患者は直接日本海病院への入院ではなく、間接的に他の医療施設
を経由した形で影響が波及しているため、地域の既存医療施設に高齢化の現象が
現れているものと考察された。このような現象が、地域医療計画上の病床非過剰
地域における病院新設において現れていることは、今後の必要病床数の考え方に
ついて、新たな検討の余地を示唆するものとも考えられた。
　以上のように、1次、2次、3次と医療圏域内をみてきたが、各医療圏の策定
には今後、医療、保健、福祉施設の連携のもとに、必要施設数を算出する必要が
あり、その把握ならびに手法の開発が望まれるものである。
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あとがき
　本論文は、著者が試みようとしている施設モデルの開発における墓盤を明らか
にすることを目標に、明治大学浦研究室の研究課題である計画学「生活を考え調
査する」を実践してきたものであり、その成果である。
　本論文は、研究の現段階におけるとりまとめを行った結果であり、研究として
は、必ずしも十分な展開を示しているとはいえない。
　今後さらに意義ある研究の展開を図るためにも、本論文に対する忌揮のないご
批判を仰げれば幸いである。
　本論文をとりまとめた研究を進める上で、終始、適切なご指導をいただき、拡
散しがちな著者の研究をまとめる方向にアドバイスしてくださった、明治大学教
授、浦良一先生にこの機会に厚くお礼申し上げたい。また、共同研究者であり、
本論文をまとめるにあたり助言ならび励ましを抱いた明治大学助手、川嶋雅章先
生に深く感謝し、お礼申し上げたい。
　また、本論文をとりまとめるにあたっては、調査にご協力いただいた数多くの
方々ならびに、研究室の諸氏に感謝いたします。
1996年1月8日
　　宇田　淳
